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干え

支と

は
60
年
を
周
期
と
す
る
十じ
ゅ
う
に
し

二
支

と
十じ
っ
か
ん干
の
組
み
合
わ
せ
。
２
０
１
６
年

＝
平
成
28
年
の
昨
年
は
、
戦
後
２
回
目

の
丙ひ
の
え
さ
る申
で
し
た
。
丙ひ
の
え
と
は
「
竈か
ま
ど
の
火

が
燃
え
盛
る
さ
ま
」。
申さ
る

は
「
伸
び

名
実
共
に
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
年
で

す
。「
も
は
や『
戦
後
』で
は
な
い
」
と

『
経
済
白
書
＝
年
次
経
済
報
告
』
は
記

し
、石
原
慎
太
郎
氏
が『
太
陽
の
季
節
』

を
上
梓
。
他
方
で
大
宅
壮
一
氏
は
『
一

億
総
白
痴
化
』
の
警
句
を
発
し
ま
す
。

　

日
本
住
宅
公
団
が
入
居
者
募
集
を
開

始
。
佐
久
間
ダ
ム
が
竣
工
。
東
海
道
本

線
が
全
線
直
流
電
化
。
原
子
力
政
策
の

最
高
決
定
機
関
と
し
て
原
子
力
委
員
会

を
設
置
。
水
俣
病
第
１
号
患
者
が
公
式

確
認
。
何
れ
の
事
象
も
、「
高
度
経
済

成
長
」
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
〝
日
本

の
光
と
影
〞
を
隠
喩
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
と
は
65
歳
以
上
人
口
が

７
％
に
達
し
た
段
階
と
国
連
が
定
義
し
、

三
島
由
紀
夫
氏
に
激
賞
さ
れ
た
、
姥
捨

て
山
を
扱
っ
た
『
楢
山
節
考
』
を
深
沢

七
郎
氏
が
発
表
し
た
の
も
同
年
。
因
み

に
日
本
の
高
齢
化
率
は
当
時
、
５
・
３

％
。
７
・
１
％
に
達
し
た
「
高
齢
化
元

年
」
は
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を

掲
げ
て
日
本
で
最
初
の
万
国
博
覧
会
が

大
阪
の
千
里
が
丘
で
開
催
さ
れ
た
１
９

７
０
年
＝
昭
和
45
年
。
昨
年
の
高
齢
化

率
は
27
・
３
％
。
世
界
屈
指
で
す
。

　

２
０
１
７
年
＝
平
成
29
年
の
今
年
は

丁ひ
の
と
と
り
酉
。
丁ひ
の
とは
「
火
の
弟
」
と
も
記
し
、

酉と
り

は
五
行
で
は
「
金
」。
火
が
金
属
を

溶
か
す
〝
相
克
の
年
〞。
相
手
を
討
ち

滅
ぼ
し
て
い
く
〝
革
命
の
年
〞
と
も
呼

ば
れ
る
前
回
の
丁
酉
は
１
９
５
７
年
＝

昭
和
32
年
。
戦
前
か
ら
『
東
洋
経
済
新

報
』
で
終
始
一
貫
、
膨
張
主
義
を
諫
め
、

富
国
裕
民
の
「
小
日
本
主
義
」
を
説
き
、

奇
し
く
も
今
上
天
皇
誕
生
日
で
も
あ
る

前
年
の
12
月
23
日
に
第
55
代
内
閣
総
理

大
臣
に
就
任
し
、
国
民
皆
保
険
を
閣
議

決
定
す
る
も
脳
梗
塞
に
倒
れ
た
石
橋
湛

山
氏
に
代
わ
っ
て
２
月
25
日
に
成
立
し

た
の
が
岸
信
介
内
閣
。

　

ロ
ン
ド
ン
を
抜
い
て
世
界
一
の
人
口

に
東
京
都
が
躍
り
出
て
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
を
開
始
。
東

海
村
の
日
本
原
子
力
研
究
所
で
「
原
子

の
火
」
が
灯
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ク
永
井

の
「
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
が
、

大
阪
か
ら
進
出
し
た
百
貨
店
そ
ご
う
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
と
し
て
大
ヒ
ッ

ト
。
大
阪
で
は
中
内
㓛
氏
が
「
主
婦
の

店
ダ
イ
エ
ー
」
を
京
阪
電
車
沿
線
の

千せ

ん

ば

や

し

林
商
店
街
に
開
店
さ
せ
ま
す
。

　

聖
徳
太
子
の
肖
像
で
新
五
千
円
札
が

発
行
さ
れ
た
60
年
前
は
、
神
武
景
気
か

ら
岩
戸
景
気
へ
と
移
行
す
る
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
大
変
革
の
年
・
丙
申
か
ら

革
命
の
年
・
丁
酉
へ
と
、
60
年
後
の
今

年
は
如
何
な
る
１
年
と
な
る
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
？

　

冒
頭
で
触
れ
た
「
経
済
白
書
」
の
惹

句
は
、
焦
土
と
化
し
た
日
本
が
復
興
を

終
え
て
「
高
度
成
長
」
を
目
指
す
バ
ラ

色
宣
言
と
捉
え
る
向
き
が
多
い
で
し
ょ

う
。
が
、「
日
本
経
済
の
成
長
と
近
代

化
」
の
副
題
を
冠
し
、
第
２
代
小
錦
八

十
吉
の
長
男
だ
っ
た
執
筆
者
の
経
済
企

画
庁
調
査
課
長
・
後
藤
譽
之
助
氏
は
、

異
な
る
文
脈
で
用
い
た
の
で
す
。
即
ち
、

「
消
費
や
投
資
の
潜
在
需
要
は
ま
だ
高

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
や
経
済
の
回

復
に
よ
る
浮
揚
力
は
ほ
ぼ
使
い
尽
く
さ

れ
、
も
は
や
『
戦
後
で
は
な
い
』」
と
。

「
戦
後
10
年
我
々
が
主
と
し
て
生
産
量

の
回
復
に
努
め
て
い
た
間
に
、
先
進
国

の
復
興
の
目
標
は
生
産
性
の
向
上
に
あ

っ
た
」「
数
量
景
気
の
成
果
に
酔
う
こ

と
な
く
」「
新
し
い
国
造
り
に
出
発
す

る
こ
と
が
当
面
喫
緊
の
必
要
事
」。「
近

代
化
│
│
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
│
│
と
は
、
自
ら
を
改
造
す
る
過
程

で
あ
る
。
そ
し
て
自
ら
を
改
造
す
る
苦

痛
を
避
け
、
自
ら
の
条
件
に
合
わ
せ
て

外
界
を
改
造
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
）

し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
結
局
軍
事
的

膨
張
に
繋
が
っ
た
」。「
今
後
の
成
長
は

近
代
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
」。

　

労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
34
カ

国
で
21
位
。
国
民
１
人
当
た
り
国
内
総

生
産
も
18
位
の
日
本
の
我
々
が
、
再
び

拳け
ん
け
ん
ふ
く
よ
う

拳
服
膺
す
べ
き
至
言
で
し
ょ
う
。

る
」
が
語
源
。〝
大
変
革
の
年
〞
と
呼

ば
れ
る
所
以
で
す
。

　

戦
後
最
初
の
丙
申
は
僕
の
生
年
で
も

あ
る
１
９
５
６
年
＝
昭
和
31
年
。
国
際

連
合
へ
の
加
盟
が
総
会
で
認
め
ら
れ
、 丙申から丁酉へ

★
次
号
２
月
号
の
発
行
日
は
１
月
27
日（
第
４
金
曜
日
）で
す
。


